
豪雨災害での愛媛県下保育所の被害状況（7/29 時点）

《回復不能、すでに他施設での保育を実施している保育所》

宇和島市吉田町　喜佐方保育園　保育室・調理室（床上浸水）・園庭（浸水）
　　　　　　　　　　　　　　　電気・水道・ガス被害

　　　　　　　　　　　　　　　休園（給食提供不可）

　　　　　　　　　　　　　　　現在、近隣の「たちばな保育園」において保育受け入れ

大洲市　　　　　肱南保育所　　床上浸水。甚大な被害のため再開不能の状況
　　　　　　　　　　　　　　　園児は近隣の保育所で受け入れ対応

西予市野村町　　野村保育所　　軒下までの床上浸水の甚大な被害
　　　　　　　　　　　　　　　７月１４日に保護者会を実施。意見を踏まえ７月１７日から市内児童館２階で再開　

　　　　　　　　　　　　　　　し、給食は魚成保育所で調理し搬送する予定となった。これに伴い、児童館で実施

　　　　　　　　　　　　　　　していた放課後児童クラブを野村小学校に移転。

＊この３カ所の保育所は使用不能となり、喜佐方保育所は閉園の可能性が高い。また肱南保育所と野村保育所は移転して再開

する予定。野村保育所はすでに保護者会を行い、その場で現在の保育所の位置が肱川に近すぎることから保育所に預けること

が恐ろしいとの意見が多数でたため、再建ではなく移転の公算が大きい。

被害甚大な保育所（床上浸水以上）

宇和島市　　　　　大浦保育所　　保育室・調理室（床上浸水）・園庭（浸水）

　　　　　　　　　吉田愛児園　　調理室（床上浸水）

愛媛県保問研常任委員合田が７月２３日に野村保育所を訪問、その時撮影した写真を掲載。

野村保育所が児童館二階で再開されていますが、一階部分は自衛隊の災害派遣部隊
の宿舎として使用されています。被災した子どもも１０名ほどおり、川の音やヘリ
コプターの音に恐怖を感じているようです。


